研究活動報告 介護保険制度による住宅改修に関する研究動向 by 真継, 和子 et al.
Title研究活動報告 介護保険制度による住宅改修に関する研究動向
Author(s)真継, 和子; 宮島, 朝子; 相良, 二朗











真継 和子*,宮 島 朝子**,相良 二朗***
















献 をレビューし,その現状 と課題を明 らかにすること
を目的に行った。
研 究 方 法
対 象文献 の選定 には,医 学 中央 雑誌WEB版Vcr.
/,財団法 人 日本建築 学会 ホームページ上 に開設 され
た検索 デー タベ ースを使用 し,2001年1月か ら2006年
9月 までに発表 された文献 を対象 とした。キー ワー ド
と して 「介護 保険」「住宅 改修」 を含 む ことを条件 と
して検 索 し,原 著 論文 と会 議録 を併せ て63編選定 し
た。 なお,選 定作業 は2006年9月か ら12月に行 った。
研 究 結 果
1.年 次別論文数 とテーマ分類
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年度 ごとの論文数 を見 る と,2001年はll編で,以 後
2002年は8編,2003年は14編,2004年は19編と徐々 に
増加傾 向にあった。 しか し,2005年は5編 に減少 し,
2006年9月までの論文数 は3編 であ った。
63編の論文 はテーマ別 に5つ に分類 され,最 も多
か ったのは 「住宅改修の実態」 に関す る論文で,28編
と4割 を占めていた。次 いで 「住宅改修の評仙」 に関
す る論 文 がll編,「住 宅 改 修 に対 す る ケ ア マ ネー
ジャーの意識」 に関す る論 文が9編,「 住宅改修 シス
テ ムの現状」 に関す る論 文が8編,「 サー ビス提 供者
の役割 と課題」 に関す る論文が7編 であ った。
2.研 究 の動向
1)住 宅改修 の実態
住宅改修 の実態 に関す る報告 は,介 護保険制度導入
後の2001年か ら2002年に多 く見 られ る。制度利用者 に
は脳血管障害,骨 ・関節障害,視 覚障害 な ど,身 体的
な障害 を重複 して抱 えてい る人が多い こ とや,利 用者
の若年化,世 帯構 成 の多様化等 が指摘 され てい る:1;。
改修 場所 では便所,浴 室 が最 も多 く4^9;,改修 内容 の
大部分が段差解消,手 す りの設置,ス ロー プの設置が
主で3.511),改修 の多 くが立 ち上が り,排 泄,歩 行,
入浴 な ど,日 常生活動作の一部 を補助す る対応 にとど
まってお り,増 築や廊 下 の拡 幅,外 部環 境 の整備 と
い った生活全般 の 自立 のための改造 は大 きな制限 を受
け てい るこ とが示 されて いる12)。その背 景 と して,
介護度が重 くなればなるほ ど必要 な助成額が増 えるこ
とが指摘 されている1'iJ。
改修 には当事者 である利用者本 人や家族が積極的 に
参加 する ことが重要 である。 しか し制度 に対す る理解
が不十分 な こと,経 済的 な負担があ るこ と,現 状 に対
す る慣 れが ある ことか ら,住 宅改修要求の潜在化 を指
摘 す る報 告があ るh,Ih,。また,専 門職 がみた必要性 と
当事者 の訴 えに乖離が あ り,ニ ーズの発見や動機付 け
の必要性が ある ことが指摘 されてい る,;。
2)住 宅改修 の評価
2003年頃か ら利用者や家族の生活が どの ように変化
したか を調査 した,住 宅改修の評価 に関す る論文が見
られ る。前述 した ように改修内容の大半 は段 差餌消,
手 す りの設置,ス ロープの設置であ るが,改 修 によっ
て入浴,排 泄,移 動 な どの 日常生活動作が向上 した事
例16'17}や,介護 者の負 担軽 減 につなが った とい う事
例 が報告 されている哺 。 これに対 して,使 いに くい,
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使 えない,改 修 の効果 な しな ど,改 修後の不具合や不
満,家 族 のQOL低 下 につ なが った事 例zr,;や,改修
に対す る否定 的な結果 を述べ た例17'2Pも報 告 されて
いる。 また,改 修 を した619件を対 象 とす る調査 では,
4割の人は 自分 でで きるこ とが増 えてい ない ことや,
祉 会行動へ の意欲 につい て半数以上が否定的である こ
とが報 告 され てい る20,。さ らに,住 宅 改修 を した37
件 の うち32%強が利用者の退院後の生活 を想定 しない
まま改 修 を行 って お り,問 題 のあ る改 修zs;や不必 要
な工事,高 額 な請求2s;と評価 されて いる こ と,改 修
の妥 当性 と利用者 の満足度が必ず しも.・致 しない こと
が指摘 されているxa;。
3)住 宅改修 に対す るケアマ ネージャーの意識
2003年以 降 は サー ビス提 供 者 で あ る ケ アマ ネー
ジャー,建 築事業者 ・施行事業者あ るいは行政の役割
について述べ た ものや,ケ アマ ネー ジャーの住宅改修
や福祉用具 に対す る認識 を調査 した論文 も見 られる。
ケアマ ネージ ャーの多 くは住宅改修 に関わ ってお り,
その意義 を感 じている割合 は高いが,負 担感 を感 じて
い る こと も報告 され てい る25'劉。 また,ケ アマ ネー
ジャーの負担感 の調査で は,リ ハ ビリ系 よ りも看護系
のほ うが より負担 を感 じてい るこ とや,福 祉 用具 に比
べ住宅改修 の方 に負担 を感 じる傾向があ るこ とが報告
され てい る2s,2s;。住宅改 修 には利用 者の家 族 との調
整 や他 の専 門職者 との連携が重要であ る と認識 されて
い るza;が,打合せ の煩 わ しさや手続 きの煩 わ しさが
ある ことや,無 報酬で あった り住宅改修 に対す る知識
が不足 した りしているこ とが,負 担 を感 じる理由 と し
て示 されている25,29,29,30,。
4)サ ー ビス提供 システムの現状
介 護保 険制 度 に よる住 宅改修 が進 め られ る中で,
個 々のサ ー ビス提供者 だけで な く,行 政 との連携や協
働 を含むサ ー ビスの提供 システムに関す る報告 も見 ら
れ る。相 談件 数の増 加 に伴 い,改 修 モ デ ル住 宅 の展
示,研 修会,イ ベ ン トの ほか,施 工者や専門職 を加え
た システム を構 築す る例 も報告 されてい る27,Y1,Y2;。
また,介 護保険制度以外 に,自 治体独 自の住宅改修助
成 制 度化 の例31;や,サー ビス提供 システ ムがで きた
ことによる専 門的相談機能の充実,相 談の しやす さ,
行 政 にお ける業務 の明確化 な どの利 点 も示 され てい
る32〕。
一 方,改 修 は事 前 の相 談 や 診 断 が 重 要 で あ る こ
と:33;,住宅改 善の プ ロセス として生 活の到 達像 の設
定 と住生活 問題 の発見,ケ アプラ ンとしての改修必要
性 の検討,改 修 の動機付 け ・ニ ーズの把握,フ ォロー
ア ップ体制 の必要 性,多 様 な専門職がチーム と してか
か わるこ との重要 であ るこ と323h…36)などが指摘 され
ている。
5)サ ー ビス提供者の役割 と課題
住宅改修 には,関 与す る さまざまなサー ビス提供者
の資 質が 問われている。 ケアマ ネージャーの知識 ・技
術 ・経験 の不足 や,利 用者への相談 ・助言場面 におけ
る不十分 な説 明が,結 果 として不適切 な住宅改修 につ
なが って い る とい う報 告 が あ る37)。また,ケ ア マ
ネー ジャーの相談相手 となる専 門家や公的機関の環境
整備 が不十分 であ り,他 職種 との連携や調整が課題 と
なっているaft;。
専 門家 が 関 わ る こ とで改 修 の 提 案 数 は増 えて い
る:397。しか し,住 宅改修 を福 祉用 具 と・・体化 して機
能的 に考 えてケアプラ ンを作成す る必要性う7'臓斗Dや,
専 門職 と して の知 識 の 体系 化 を指 摘 す る報 告 もあ
るao,az)。利用者 本人 や家族 の生活 とそ の住 環境 との
関係 を正 しく評価 してい くため には,住 環境 に強いケ
アマ ネー ジャーの必要性 と,福 祉や医療 に強い建築⊥









宅改修 を利用者 自身の自立に対する支援 として提える
のであれば,利用者や家族の生活に基盤をおいて考え




















ネージャーには,医 師 ・看護師などの医療系専 門職






















情報が提供 されていない現状 もある。また,制 度の利
用 に際 し,経済的な負担を気にする家族 も多い。
利用者や家族が現状を認識 し自らの生 き方を見据え






表 された医療系お よび建築系の文献63編を分析 した。









(本研究 は,科学研究費補助金(萌 芽研究)を 受け
て行った研究の一部である。)
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